
第
六
章　

被
災
者
の
生
活
復
興
と
災
害
救
急
医
療
の
構
築

第
一
節
　
被
災
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
支
援
と
福
祉
政
策
の
大
転
換

一　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
被
災
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
支
援

高
齢
者
・
障

害
者
の
被
災

災
害
時
に
お
い
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
病
弱
者
と
い
っ
た
人
々
は
、
避
難
を
行
う
こ

と
が
困
難
な
場
合
も
多
く
、
被
害
に
遭
い
や
す
い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
非
常
に
多
く
の
高
齢
者
が

犠
牲
と
な
り
、
死
者
数
の
六
四
三
四
人
の
う
ち
約
四
九
％
を
占
め
た
。

　
ま
た
、介
護
を
要
す
る
高
齢
者
や
障
害
者
が
、健
常
者
と
同
様
に
学
校
施
設
な
ど
を
転
用
し
た
避
難
所
に
入
っ
た
こ
と
で
様
々

な
問
題
が
生
じ
た
。
高
齢
者
は
「
避
難
所
に
来
る
の
が
遅
れ
た
」「
夜
中
に
ト
イ
レ
に
行
き
や
す
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
体
育

館
や
教
室
で
は
な
く
、
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
廊
下
や
階
段
の
踊
り
場
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
視
覚

障
害
者
は
、
慣
れ
な
い
避
難
所
内
で
の
移
動
に
苦
労
し
た
。
狭
い
中
に
多
く
の
人
が
ひ
し
め
く
避
難
所
で
は
、
通
路
と
居
住
ス

ペ
ー
ス
が
整
然
と
分
か
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
寝
て
い
る
被
災
者
を
踏
ん
で
し
ま
い
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
避
難
所
で
の
詳
細
な
情
報
提
供
は
、
紙
の
張
り
出
し
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
こ
の
場
合
、
情
報
の
入
手
が
困
難
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で
あ
っ
た
。
聴
覚
障
害
者
は
、
音
声
に
よ
る
情
報

が
入
手
困
難
で
あ
っ
た
。
避
難
所
で
は
、
初
期
の

情
報
伝
達
は
ほ
と
ん
ど
が
音
声
情
報
で
行
わ
れ
た

た
め
、
物
資
配
給
な
ど
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
肢
体
不
自
由
者
な
ど
車
椅
子
を
利

用
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
ス
ペ
ー

ス
が
限
ら
れ
る
と
と
も
に
、
施
設
内
に
は
段
差
も

多
く
、
仮
設
ト
イ
レ
も
狭
い
た
め
、
避
難
所
で
の

生
活
は
困
難
を
極
め
た
。
精
神
障
害
者
・
知
的
障

害
者
は
、
震
災
や
避
難
所
生
活
に
よ
る
劇
的
な
環
境
変
化
が
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
精
神
的
な
安
定
を
図
る
こ
と
が
困
難

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
通
院
先
医
療
機
関
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
薬
の
確
保
に
困
難
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
不
自
由
な
避
難
所
生
活
が
続
く
中
で
、
健
康
で
あ
っ
た
高
齢
者
ま
で
が
、
慢
性
疾
患
の
悪
化
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
な
ど
に
よ
り
体
調
を
崩
し
、
寝
た
き
り
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
障
害
者
の
中
に
は
、
避
難
所
を
出
て
、

被
害
を
受
け
た
自
宅
で
の
生
活
に
戻
る
者
も
あ
っ
た
。

　
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
介
助
や
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
応
じ
た
支
援
が
必
要
で
あ
っ
た
。

視
覚
障
害
者
に
は
、
移
動
を
容
易
に
す
る
た
め
壁
沿
い
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と
や
音
声
で
の
情
報
伝
達
が
必
要
で

あ
っ
た
。
聴
覚
障
害
者
に
は
、
紙
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
の
視
覚
に
よ
る
情
報
伝
達
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
肢
体
不
自
由
者

写真 123　�通路と居住スペースが分かれていな
い避難所（神戸市提供）

写真 124　�聴覚障害者への情報伝達（全国障害
者問題研究会兵庫支部提供）
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被
災
高
齢
者

へ
の
支
援

に
は
、
車
椅
子
で
移
動
可
能
な
通
路
や
ト
イ
レ
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
な
ど
が
求
め
ら
れ
た
。
精
神
障
害
者
へ
の
医
療
提
供
を
目
指

し
て
、
精
神
科
救
護
所
が
設
置
さ
れ
た
が
、
精
神
障
害
者
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
被
災
者
の
不
眠
・
不
安
や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
な
ど
を
取
り
扱
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
配
慮
を
要
す
る
高
齢
者
・
障
害
者
の
避
難
生
活
に
対
応
で
き
る
よ
う
事
前
に
指
定
し
た
福
祉
施

設
を
避
難
所
と
し
て
位
置
づ
け
る
「
福
祉
避
難
所
」
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
得
ら
れ
た
教
訓
は
、
以
降
の
災
害
対
応
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
に
、
災

害
救
助
法
に
よ
る
救
助
の
一
つ
と
し
て
、
福
祉
避
難
所
の
設
置
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
五
年

六
月
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
は
、
避
難
所
に
お
け
る
生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
努
力
義
務
規
定
や
福
祉
避
難
所
の
指

定
基
準
が
設
け
ら
れ
た
。

社
会
福
祉
施
設

の
被
災
状
況

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
平
成
七
年
三
月
二
十

一
日
県
福
祉
部
調
べ
に
よ
る
と
、
全
県
施
設
数
一
八
一
一
の
う
ち
、
被
災
施
設
数
は
八
〇
一
で
あ
り
、
約
四

四
％
の
施
設
に
被
害
が
及
び
、
全
壊
一
二
施
設
、
半
壊
一
五
施
設
、
壁
面
の
亀
裂
や
剥
落
な
ど
一
部
損
壊
七
七
六
施
設
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
施
設
内
の
利
用
者
・
職
員
に
加
え
、
自
宅
や
通
所
・
通
勤
途
中
で
の
死
亡
も
あ
わ
せ
、
四
三
人
も
の
利
用
者
・
職

員
が
亡
く
な
っ
た
（
表
62
）。
全
半
壊
し
た
施
設
で
は
、
利
用
者
ら
は
、
施
設
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
、
避
難
所
や
自
宅
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

被
災
高
齢
者

へ
の
支
援

県
内
の
老
人
ホ
ー
ム
で
は
「
緊
急
一
時
入
所
措
置
」
に
よ
り
、
多
く
の
被
災
高
齢
者
を
受
け
入
れ
た
。
県
高

齢
福
祉
課
調
べ
で
は
、
緊
急
入
所
の
受
入
れ
は
、
一
月
二
十
四
日
の
五
六
九
人
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
被

第六章　被災者の生活復興と災害救急医療の構築

379



表 62　社会福祉施設等業種別被災状況一覧

施設種別 全県
施設数

被災
施設数

人的被害
（施設内）

人的被害
（施設外） 施設被害

死亡者 負傷者 死亡者 負傷者 全壊 半壊 その他
生
保
救護施設 7 6 0 2 0 0 1 1 4
更生施設 1 1 0 0 0 0 0 0 1

老
　
人

養護老人ホーム 43 19 0 4 0 1 1 0 18
特別養護老人ホーム 109 53 0 2 1 0 0 1 52
老人デイサービスセンター 132 26 0 0 0 0 0 0 26
軽費老人ホーム 17 9 0 2 0 0 0 0 9
老人福祉センター 104 15 0 0 0 0 0 0 15

身
　
障

身体障害者授産施設 9 5 0 0 1 1 0 0 5
重度身体障害者授産施設 8 3 0 0 1 0 0 0 3
重度身体障害者更生援護施設 4 1 0 0 0 0 0 0 1
身体障害者療護施設 12 6 0 0 0 0 0 0 6
身体障害者福祉センター 4 3 0 0 0 0 0 0 3
身体障害者デイサービス施設 5 4 0 0 0 0 0 0 4
関西盲人ホーム 1 1 0 0 0 0 0 1 0
国立神戸視力障害センター （1） （1） （1）

精
　
薄

精神薄弱者更生施設 56 16 0 0 0 0 0 0 16
精神薄弱者授産施設 44 21 0 0 3 2 0 0 21
精神薄弱者福祉工場 1 1 0 0 0 0 0 0 1
精神薄弱者通勤寮 1 1 0 0 0 0 0 0 1

児
　
童

養護施設 26 19 0 0 1 4 0 2 17
精神薄弱児施設 10 6 0 0 1 0 0 0 6
精神薄弱児通園施設 11 7 0 0 0 0 0 0 7
虚弱児施設 2 1 0 0 0 0 0 0 1
教護院 2 2 0 0 0 0 0 0 2
重症心身障害児施設 5 1 0 0 0 0 0 0 1
乳児院 7 5 0 0 0 0 1 0 4
情緒障害児短期治療施設 1 1 0 0 0 0 0 0 1
母子寮 16 13 5 0 0 0 1 0 12
児童館 177 120 0 0 1 7 1 1 120
保育所 815 367 0 0 32 31 5 9 353
肢体不自由児施設 1 1 0 0 0 0 0 0 1
肢体不自由児通園施設 10 8 0 0 1 0 0 0 8

そ
の
他

総合リハビリセンター 6 6 0 0 0 0 0 0 6
社会事業授産施設 3 3 0 0 0 0 0 0 3
母子福祉センター 8 5 0 0 0 0 0 0 5
婦人保護施設 2 1 0 0 0 0 0 0 1
婦人相談所 1 1 0 0 0 0 0 0 1
地域福祉センター 5 2 0 0 0 0 0 0 2
老人休養ホーム 2 2 0 0 0 0 0 0 2
いなみ野学園 1 1 0 0 0 0 0 0 1
児童相談所 5 3 0 0 1 0 0 0 3
隣保館 93 20 0 0 0 0 2 0 18
地域改善関連施設（共同浴場等） 43 14 0 0 0 0 0 0 14
県福祉センター 1 1 0 0 0 0 0 0 1

合計 1,811 801 5 10 43 46 12 15 776
（注）合計には国立神戸視力障害センターは含まない。（平成7年3月21日現在：兵庫県福祉部調）� （『地域福祉の歩み』より作成）
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災
地
内
の
老
人
ホ
ー
ム
で
は
一
月
十
七
日
の
震
災
発
生
か
ら
被
災
高

齢
者
の
受
入
れ
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
最
高
時
は
三
月
二
十
三
日
に

二
二
二
六
人
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
老
人
ホ
ー
ム
が
被
災
高
齢
者
の

生
活
と
生
命
を
守
る
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
そ
の
後
、
被
災
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
で
は
、
避
難
所
か
ら
応
急

仮
設
住
宅
、
そ
し
て
恒
久
住
宅
へ
と
生
活
の
場
が
移
行
し
て
い
く
中

で
、
震
災
が
新
た
に
浮
き
彫
り
に
し
た
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
者
は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
三
割
以

上
を
占
め
、
年
金
・
恩
給
を
主
な
収
入
源
と
し
、
職
に
就
い
て
い
な

い
世
帯
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
地
域
を
離
れ
、
応

急
仮
設
住
宅
で
バ
ラ
バ
ラ
に
生
活
す
る
こ
と
と
な
り
、
対
人
関
係
が

希
薄
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
宅
へ
の
引
き
こ
も
り
、
過
度
の
ア
ル

コ
ー
ル
摂
取
、
不
十
分
な
栄
養
、
慢
性
疾
患
の
放
置
な
ど
の
問
題
が

生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
誰
に
も
看
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
死
亡
し
、
数

日
後
に
発
見
さ
れ
る
と
い
う
「
独
居
死
（
い
わ
ゆ
る
「
孤
独
死
」）」
が
社
会
問
題
と
な
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
国
の
補
助
事
業
で
あ
る
高
齢
者
住
宅
等
安
心
確
保
事
業
に

表 63　緊急一時入所措置による受入状況

日付
実入所者数

日付
実入所者数

日付
実入所者数

県内 県外 計 県内 県外 計 県内 県外 計
1/24 �530 �39 �569 2/15 1,475 273 1,748 3 / 7 1,736 356 2,092
1/27 �638 �42 �680 2/16 1,511 280 1,791 3 / 8 1,751 364 2,115
1/30 �970 �96 1,066 2/19 1,536 296 1,832 3 / 9 1,761 366 2,127
1/31 1,056 121 1,177 2/20 1,561 306 1,867 3/12 1,760 373 2,133
2 / 1 1,091 143 1,234 2/21 1,575 311 1,886 3/13 1,772 375 2,147
2 / 2 1,139 155 1,294 2/22 1,602 312 1,914 3/14 1,786 376 2,162
2 / 5 1,245 175 1,420 2/23 1,625 316 1,941 3/15 1,791 381 2,172
2 / 6 1,272 192 1,464 2/26 1,648 322 1,970 3/16 1,802 384 2,186
2 / 7 1,296 203 1,499 2/27 1,667 325 1,992 3/19 1,811 388 2,199
2 / 8 1,334 218 1,552 2/28 1,676 331 2,007 3/22 1,824 399 2,223
2 / 9 1,352 240 1,592 3 / 1 1,683 331 2,014 3/23 1,825 401 2,226
2/12 1,374 257 1,631 3 / 2 1,689 339 2,028 3/31 1,340 283 1,623
2/13 1,420 258 1,678 3 / 5 1,717 346 2,063 4/30 1,083 109 1,192
2/14 1,439 263 1,702 3 / 6 1,726 355 2,081

（『大震災共に生きる』より作成）
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よ
っ
て
、
公
的
な
見
守

り
支
援
者
で
あ
る
生
活

援
助
員
（
Ｌ
Ｓ
Ａ
：Life 

Support Adviser

）
が

創
設
さ
れ
た
。
Ｌ
Ｓ
Ａ

は
、
高
齢
者
世
帯
に
対

す
る
個
別
的
な
見
守
り
、

相
談
・
情
報
提
供
さ
ら

に
は
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
を
担
っ
た
。
業

務
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支

援
が
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
は
、
県
に
お
け
る
Ｌ

Ｓ
Ａ
活
動
の
大
き
な
特

徴
で
あ
っ
た
。
新
し
い

居
住
環
境
や
人
間
関
係

を
含
め
た
社
会
関
係
の

表 64　LSAとSCSの比較

区分 LSA（生活援助員） SCS（高齢世帯生活援助員）
対象世帯 シルバーハウジング等の入居世帯

・60歳以上の単身者
・夫婦のみの高齢世帯（一方が60歳以上）
・60歳以上の高齢者のみの世帯
高齢者向け優良賃貸住宅、高齢者円滑入
居賃貸住宅など

LSAによる生活支援を受けていない復興
公営住宅等の入居世帯
・65歳以上の単身者
・夫婦のみの高齢世帯（一方が65歳以上）
・65歳以上の高齢者のみの世帯
・�疾病、傷害など、その他支援を必要と
する世帯

職務内容 ①シルバーハウジング等における見守り
・生活指導・相談
・安否確認
・緊急時の対応
・一時的な家事援助
・関係機関との連絡
・その他日常生活上必要な援助
②�被災高齢者自立生活支援事業によるコ
ミュニティ支援活動支援
・�老人クラブ、ボランティア、地域住民
等との連携による支援体制づくり
・�住宅内集会所等を利用した各種生きが
い交流事業の企画、実施　等

①�シルバーハウジング以外の復興公営住
宅等での見守り
・生活指導・相談・安否確認
・緊急時の対応
・一時的な家事援助
・関係機関との連絡
・その他日常生活上必要な援助　
②SCSによるコミュニティサポート事業
・�SCSのいるシルバーハウジングのない復
興校園住宅等において、住民の仲間づ
くり・生きがいづくり事業を実施

配置基準 必要性が認められる範囲で弾力的に派遣 概ね50世帯に1人
活動形態 LSA室に駐在

（宝塚市等一部の市町は巡回型で運用）
巡回型
（市役所等を拠点に複数の団地を担当）

訪問頻度 原則として毎日（同一団地内） 概ね週１回（複数団地）
財　　源 区分 シルバーハウジング等 被災高齢者自立生

活支援事業
～⑰ 在宅福祉事業費等補助

金（介護予防・地域支
え合い）事業

国庫1/2、県１/4、
市町1/4（政令市・
中核市は1/2）⑱～ 概ね介護保険制度の地

域支援事業

復興基金10/10
〔参考〕LSA設置事業

⑰ ⑱
介護予防・
地域支え
合い事業

➡
介護保険制度の
地域支援事業
（市町）

※�一部市町においては、介護保険制度
に拠らず、LSAを一般財源で実施

（『伝える』より作成）
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形
成
に
お
い
て
、
住
民
同
士
の
結
び
つ
き
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
共
同
作
業
・
活
動
を
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
Ｌ
Ｓ
Ａ
は
住
民
と
地
域
を
つ
な
げ
る
媒
介
者
の
役
目
も
担
っ
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
十
三
年
か
ら
は
Ｌ
Ｓ
Ａ
を
配
置
し
て
い
な
い
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
復
興
基
金
事

業
に
よ
っ
て
高
齢
世
帯
生
活
援
助
員
（
Ｓ
Ｃ
Ｓ：Senior Citizen Supporter

）
を
設
け
、高
齢
者
の
生
活
支
援
を
強
化
し
た
。
年
々

高
齢
化
が
進
む
災
害
復
興
公
営
住
宅
に
お
い
て
も
、
社
会
的
な
孤
立
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
巡
回
訪
問
を
主
と
し
た
活
動
を
展

開
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
県
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電
話
相
談
窓
口
の
開
設
、
緊
急
通
報
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
を
活
用

し
た
見
守
り
活
動
の
普
及
促
進
、
ラ
ジ
オ
に
よ
る
被
災
高
齢
者
へ
の
語
り
か
け
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
先
駆
的
な
支
援
活
動
を

展
開
し
た
。
平
成
十
六
年
度
か
ら
は
、
ふ
れ
あ
い
喫
茶
や
趣
味
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
支
援
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
を
包
み
込
む
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

被
災
障
害
者

へ
の
支
援

被
災
障
害
者
に
対
し
て
は
、
平
成
七
年
一
月
二
十
二
日
に
、
兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
障
害
者
施
設
・
団

体
で
構
成
す
る
「
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
者
に
係
る

被
災
状
況
の
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
支
援
を
行
っ
た
。

　
小
規
模
作
業
所
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
は
表
62
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
県
内
一
五
〇
の
小
規
模
作
業
所
の
う
ち
、
被
災

は
全
壊
一
七
、
全
焼
一
、
半
壊
一
三
の
計
三
一
施
設
に
及
び
、
被
災
地
に
あ
る
一
〇
五
作
業
所
の
二
九
・
五
％
が
大
き
な
被
害

を
受
け
た
。
ま
た
、障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、避
難
所
で
の
障
害
者
の
状
況
も
調
査
し
た
が
、ト
イ
レ
や
移
動
が
不
便
で
あ
っ

た
り
、
情
緒
が
不
安
定
に
な
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
自
宅
へ
戻
る
障
害
者
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
避
難
所
以
外
で
暮
ら
す
被
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災
障
害
者
に
対
し
て
も
、「
地
域
ロ
ー
ラ
ー
活
動
」
を
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
を
く
み
上
げ
、
生
活
物
資
や
福
祉
機
器
の

搬
送
、
専
門
機
関
の
紹
介
や
家
の
後
片
付
け
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

民
間
福
祉
の
活
躍
─
兵
庫
県
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
震
災
後
の
救
援
活
動
等

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
救
援
活
動
に
お
い
て
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、

県
社
協
）
は
、
民
間
福
祉
の
立
場
か
ら
、
被
災
し
た
高
齢
者
・
障
害
者
の
支
援
に
大
い

に
活
躍
し
た
。

　
震
災
に
よ
り
、
県
社
協
が
事
務
所
を
置
く
兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
水
道
・
ガ
ス
が
止
ま
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
、
家

屋
に
全
半
壊
の
被
災
が
生
じ
た
職
員
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
先
に
述
べ
た
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の

立
ち
上
げ
へ
の
協
力
や
、
被
災
地
外
か
ら
の
救
援
活
動
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

　
県
内
の
被
災
地
外
の
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
か
ら
は
、
震
災
直
後
か
ら

被
災
地
に
向
け
た
救
援
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
最
初
は
、
個
々
の
社
協
が
被
災
地
と
連

絡
を
取
り
、
水
、
物
資
、
食
料
等
を
避
難
所
に
届
け
て
い
た
が
、
二
月
一
日
に
姫
路
市

と
加
古
川
市
で
緊
急
事
務
局
長
会
議
を
も
ち
、
被
災
地
市
外
社
協
を
五
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
救
援
地
域
を
定
め
支
援
を
実
施
し
た
。
活
動

内
容
は
、
炊
き
出
し
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
救
援
物
資
配
布
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
等
で
あ
り
、

七
四
日
間
で
合
計
一
六
七
〇
件
、
四
万
三
一
八
七
人
が
参
加
し
た
。

　
未
曾
有
の
災
害
に
あ
っ
て
、
県
内
外
の
社
協
を
は
じ
め
、
高
齢
者
・
障
害
者
関
係
団

体
な
ど
民
間
福
祉
が
果
た
し
た
役
割
は
、
極
め
て
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

写真 125　�被災した兵庫県社会福祉協議会事務
室（兵庫県社会福祉協議会提供）
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民
間
福
祉
の
活
躍
─
兵
庫
県
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
震
災
後
の
救
援
活
動
等

う
。被

災
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
・
生
き
が
い
づ
く
り　

被
災
高
齢
者
は
、
生
活
環
境
に
急
激
な
変
化
を
生
じ
、
慣
れ
な
い
避
難
所
や
応
急
仮
設
住
宅
で
の

暮
ら
し
の
中
で
体
調
を
崩
す
こ
と
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
身
体
は
健
康
で
あ
っ
て
も
、
家
族
や
親

し
い
友
人
な
ど
の
死
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ま
で
生
活
の
多
く
を
占
め
て
い
た
仕
事
の
喪
失
な
ど
、
生
き
が
い
を
失
っ
た
者
も
多
く

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
被
災
高
齢
者
の
復
興
支
援
に
お
い
て
、
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
づ
く
り
が
重
要
視
さ
れ
、
復
興
基
金

を
活
用
し
て
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
た
。

　
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
取
組
と
し
て
は
、「
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
、
健
康
づ
く
り
自
主
グ
ル
ー
プ
育
成
事
業
」「
健
康
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
、
ま
ち
の
保
健
室
」
な
ど
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
と
し
て
は
、
被
災
高
齢
者
に
学

び
の
場
、
仲
間
づ
く
り
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
や
就
労
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
い
き
い
き
仕
事
塾
開
設
事
業
」

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
レ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
」「
高
齢
者
語
り
部
・
昔
の
遊
び
伝
承
事
業
」「
被
災
高
齢
者
生
き
が
い
就
労
対
策

事
業
」「
被
災
地
し
ご
と
開
発
事
業
」
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
一
部
は
、
今
日
に
お
い
て
も
福
祉
施
策

と
し
て
継
続
し
て
い
る
。　

　
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
、
健
康
づ
く
り
自
主
グ
ル
ー
プ
育
成
事
業
は
、
引
き
こ
も
り
が
ち
な
応
急
仮
設
住
宅
入
居
者
を
対
象

に
、
予
防
的
な
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
平
成
九
年
度
か
ら
十
年
度
ま
で
、
復
興
基
金
か
ら
の
補
助
を
活
用
し
て
、
ひ
ょ

う
ご
母
と
子
の
協
会
（
現
兵
庫
県
健
康
財
団
）
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
入
居
者
ら
に
対
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
施
の
呼
び
か
け
を

行
う
と
と
も
に
、
応
急
仮
設
住
宅
に
設
置
さ
れ
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
運
動
指
導
員
を
派
遣
し
、
四
十
歳
以
上
の
入
居
者
を

対
象
と
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
の
指
導
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
に
お
い
て
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
自
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主
グ
ル
ー
プ
を
育
成
す
る
た
め
、
平
成
十
二
、
十
三
年
度
に
「
健
康
づ
く
り
自
主
グ
ル
ー
プ

育
成
事
業
」を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
自
主
グ
ル
ー
プ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
人
材
の
発
掘・

育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
学
習
会
・
交
流
会
を
開
催
し
、
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
啓
発

に
努
め
た
。

　
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
で
は
、
看
護
職
（
保
健
婦
（
士
）、
助
産
婦
、
看
護
婦
（
士
））
の

資
格
を
持
つ
「
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
、
応
急
仮
設
住
宅
及
び
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
入

居
者
を
個
別
訪
問
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
を
平
成
九
年
か
ら
十
一
年
度
ま
で
実
施

し
た
。
兵
庫
県
看
護
協
会
の
非
常
勤
嘱
託
と
し
て
採
用
さ
れ
た
一
二
〇
名
の
健
康
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
訪
問
・
相
談
活
動
に
従
事
し
、
三
年
間
に
延
べ
一
七
万
四
三
九
二
件
の
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
災
害
復
興
公
営
住
宅

の
入
居
者
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
集
会
所
）
に
お
い
て
、
医
療
や
健
康
に
関
す
る
相
談
を
、
平
成
九
年
度
か
ら

十
二
年
度
ま
で
実
施
し
た
。
応
急
仮
設
住
宅
か
ら
災
害
復
興
公
営
住
宅
へ
の
転
居
な
ど
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
被
災

高
齢
者
が
自
己
の
健
康
を
把
握
・
管
理
し
、
自
立
し
た
生
活
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
三
年
の
事
業

期
間
で
、
一
一
五
カ
所
に
お
い
て
開
催
し
、
相
談
来
所
人
数
は
延
べ
六
〇
九
九
人
に
上
っ
た
。

　
平
成
十
三
年
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
の
医
療
・
健
康
相
談
や
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
の
取
組
を
引
き
継
い
で
、
兵

庫
県
看
護
協
会
が
「
ま
ち
の
保
健
室
」
事
業
を
開
始
し
た
。
被
災
高
齢
者
等
が
心
身
の
不
安
や
悩
み
を
身
近
な
と
こ
ろ
で
気
軽

に
相
談
で
き
る
場
を
災
害
復
興
住
宅
の
ほ
か
公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
開
設
し
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
た
。
心
や
身
体

に
つ
い
て
の
様
々
な
気
が
か
り
に
関
す
る
点
な
ど
を
、
誰
で
も
看
護
職
に
気
軽
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
な
っ
た
。
健

写真 126　健康アドバイザー
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康
相
談
の
ほ
か
子
育
て
支
援
、
介
護
相
談
に
も
対
応
し

て
お
り
、
駅
・
郵
便
局
・
公
民
館
・
病
院
・
保
育
園
な

ど
各
所
で
開
催
し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、

兵
庫
県
か
ら
の
支
援
に
よ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
が
開

設
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
後
の
災
害
対
応
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。　

　
い
き
い
き
仕
事
塾
開
設
事
業
は
、
健
康
、
園
芸
、
手

芸
、
生
き
が
い
発
掘
の
講
座
を
開
設
し
、
被
災
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
る
知
識
の
習

得
な
ど
を
目
的
と
し
た
。
五
十
五
歳
以
上
の
被
災
地
居
住
者
を
対
象
と
し
て
、
平
成
八
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
当
初
は
、
被

災
者
に
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促
す
た
め
、
遠
隔
の
応
急
仮
設
住
宅
か
ら
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
受
講
手
当
を
支
給
し
た
。

被
災
者
が
学
ん
だ
知
職
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
社
会
の
場
で
生
か
せ
る
よ
う
に
、
講
座
修
了
後
の
活
動
を
支
援
し
、
交
流
会
・
文

化
祭
の
開
催
や
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
自
主
的
に
開
催
す
る
講
座
へ
の
助
成
を
行
っ
た
。
い
き
い
き
仕

事
塾
修
了
生
に
よ
る
「
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
行
う
災
害
復
興
公
営
住
宅
な
ど
へ
の
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

支
援
し
、
被
災
地
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
指
し
た
。
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
い
き
い
き
仕

事
塾
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
い
き
い
き
仕
事
塾
受
講
生
及
び
修
了
生
が
手
作
り
し
た
手
芸
・
小
物
な
ど
の
作
品
や
ク
ッ
キ
ー
な

ど
の
食
料
品
を
販
売
す
る
場
の
提
供
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
で
の
取
組
は
、
そ
の
後
の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

写真 127　�まちの保健室（兵庫県看護協会提供）
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の
活
動
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
高
齢
者
語
り
部
・
昔
の
遊
び
伝
承
事
業
で
は
、
被
災
高
齢
者
が
地
域
の
小
学
校
や
子
ど

も
会
、
保
育
所
な
ど
を
訪
問
し
、
被
災
体
験
や
昔
の
遊
び
を
伝
え
た
。
子
ど
も
た
ち
と
の

触
れ
合
い
を
通
じ
て
、
被
災
高
齢
者
の
地
域
や
社
会
へ
の
参
加
意
識
を
高
め
、
生
き
が
い

づ
く
り
の
支
援
を
推
進
し
た
。
被
災
高
齢
者
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
、
自
ら
の
被
災

体
験
の
ほ
か
昔
の
ま
ち
や
家
庭
の
様
子
を
語
り
伝
え
る
と
と
も
に
、
竹
と
ん
ぼ
、
紙
飛
行

機
の
作
り
方
、
お
手
玉
、
あ
や
と
り
な
ど
の
遊
び
方
を
教
え
た
。
平
成
八
年
度
末
か
ら
十

一
年
度
ま
で
実
施
し
、
派
遣
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
被
災
地
以
外
で
も
実
施
し
た
。
派
遣
回
数

は
延
べ
四
一
七
回
を
数
え
、
約
二
六
〇
〇
人
の
高
齢
者
が
約
二
万
六
〇
〇
〇
人
の
子
ど
も

た
ち
に
対
し
伝
承
活
動
を
行
っ
た
。
同
事
業
の
取
組
は
、
そ
の
後
の
「
ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
や
、
地
域
を
挙
げ
て
子
育
て

に
取
り
組
む
「
地
域
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　
被
災
高
齢
者
生
き
が
い
就
労
対
策
事
業
に
お
い
て
は
、健
康
で
は
あ
る
が
働
く
機
会
の
な
い
被
災
高
齢
者
に
対
し
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
就
業
機
会
を
提
供
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援
し
た
。
五
年
間
の
時
限
措
置
で
、
平
成
八
年
度

か
ら
十
二
年
度
ま
で
実
施
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
な
い
高
齢
者
に
対
し
て
も
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
就
労
の
機
会
の
確
保
を
図
る
た
め
、
情
報
提
供
に
努
め
た
。
県
は
、
民
間
需
要
の
開
拓
を
図
る
と
と
も
に
、

自
ら
も
業
務
の
発
注
を
行
っ
た
。
応
急
仮
設
住
宅
や
公
園
の
清
掃
・
除
草
、
道
路
・
河
川
の
美
化
、
宛
名
書
き
の
な
ど
の
事
務
、

広
報
紙
の
配
布
な
ど
の
発
注
を
行
い
、
発
注
実
績
は
、
平
成
八
年
度
一
・
五
億
円
、
九
年
度
四
億
円
、
十
年
度
三
億
円
、
十
一

写真 129　高齢者語り部・昔の遊び伝承事業
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年
度
三
億
円
、
十
二
年
度
一
・
七
億
円
に
上
っ
た
。
こ
の
う
ち
五
〇
％
以
上
は
神
戸
、
阪
神
地
域
で
あ
っ
た
。

　
被
災
地
高
齢
者
自
立
生
活
支
援
事
業
は
、
趣
味
活
動
や
お
茶
会
・
食
事
会
な
ど
の
生
き
が
い
交
流
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
促
進
し
、
被
災
高
齢
者
が
安
心
し
て
自
立
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
応

急
仮
設
住
宅
な
ど
か
ら
災
害
復
興
公
営
住
宅
に
入
居
し
た
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
平
成
九
年
度
か
ら
実
施
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
見
守
り
体
制
の
強
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
を
行
い
、
被
災
高
齢
者
の
孤
立
を
予
防
し
、
生

き
が
い
づ
く
り
の
支
援
を
進
め
た
。
平
成
十
八
年
二
月
に
復
興
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
た
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
復
興
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
高
齢
者
自
立
支
援
へ
の
提
言
～
平
成
十
八
年
度
の
施
策
展
開
に
向
け
て
～
」
で
は
、
震
災
後
一
一

年
を
経
た
中
で
、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
し
く
み
づ
く
り
」「
高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
」
が
、
引
き
続
き
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
し
た
。

　
「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
し
く
み
づ
く
り
」
の
た
め
に
は
、
①
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
の
構
築
、
②
高
齢
者
を
包
み

込
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
③
高
齢
者
に
優
し
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
生
活
援
助
員
（
Ｌ
Ｓ
Ａ
）
や
高
齢
世
帯
生

活
援
助
員
（
Ｓ
Ｃ
Ｓ
）
な
ど
の
各
種
公
的
支
援
者
に
よ
る
見
守
り
体
制
の

継
続
・
充
実
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
な
ど
が
求

め
ら
れ
る
と
提
言
し
た
。
ま
た
、「
高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
」
に
は
、
①

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
②
高
齢
者
の
学
び
の
場
の
提
供
、
③
高
齢
者
の

社
会
参
加
の
促
進
が
必
要
で
あ
り
、「
ま
ち
の
保
健
室
」
事
業
の
継
続
が

求
め
ら
れ
る
と
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

写真 130　�阪神・淡路大震災
復興フォローアッ
プ�高齢者の自立支
援への提言
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二　

高
齢
社
会
到
来
と
高
齢
者
福
祉
の
変
革

社
会
福
祉
基
礎　

構
造
改
革
の
推
進

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
で
様
々
な
福
祉
の
取
組
を
模
索
し
実
施
し
て
い
る
中
、
我
が
国
で
は
、
福

祉
政
策
の
大
転
換
が
行
わ
れ
た
。「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
」
で
あ
る
。

　
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
少
子
・
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
急
速
に
進
展
し
、
社
会
状
況
や
家
庭
の
在
り
方
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
設
計
さ
れ
た
当
時
の
社
会
福
祉
制
度
は
、
十
分
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
高
齢
者
世
代
が
増
え
続
け
る
状
況
に
お
い
て
、
安
定
的
な
社
会
保
障
制

度
の
構
築
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
平
成
八
年
版
厚
生
白
書
は
、「（
前
略
）
高
齢
者
介
護
を

始
め
と
す
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
社
会
保
障
制
度
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
経
済
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、

こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
保
障
制
度
の
枠
組
み
を
大
胆
に
見
直
し
、
効
率
性
と
公
平
性

に
基
づ
く
社
会
保
障
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
」
と
指
摘
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
厚
生
省
は
、
有
識
者
か
ら
成
る
「
社
会
福
祉
事
業
等
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」（
座
長
：
八や

代し
ろ

尚な
お

宏ひ
ろ

上
智
大
学
教
授
）
を
設
置
し
、
社
会
福
祉
の
共
通
基
盤
制
度
（
社
会
福
祉
事
業
、
社
会
福
祉
法
人
、
措
置
制
度
な
ど
）
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、平
成
十
年
六
月
に
中
間
ま
と
め
を
、同
年
十
二
月
に
「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
（
追

加
意
見
）」
を
と
り
ま
と
め
た
。
こ
の
中
で
、
①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
制
度
化
、
②
利
用
者
保
護
制
度
の
創
設
、
③
多
様
な

事
業
主
体
の
参
入
促
進
等
が
提
言
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、「
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
の
社
会
福
祉
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
」
が
制
定

さ
れ
、
平
成
十
二
年
六
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
会
福
祉
事
業
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
児
童
福
祉
法
等
八
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高
齢
社
会

の
到
来

本
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、
社
会
福
祉
制
度
全
般

に
お
い
て
、
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
決
定
す

る
「
措
置
制
度
」
か
ら
、
高
齢
者
・
障
害
者
が

自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
利
用
制
度
」
へ
と
転
換
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、

利
用
制
度
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

社
会
福
祉
分
野
へ
の
民
間
営
利
企
業
の
参
入
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
伴
う
費
用
負
担
方
法
の

変
更
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
擁
護
制

度
の
導
入
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、

地
域
福
祉
の
各
分
野
に
お
い
て
、
具
体
的
な
仕

組
み
づ
く
り
や
各
種
計
画
の
策
定
な
ど
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
対
応
す
る
た
め
の
取
組
が
進
め
ら
れ
た
（
後
述
）。

高
齢
社
会

の
到
来

一
九
九
九
年
が
国
際
高
齢
者
年
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、
高
齢
化
は
世
界
的
な
潮
流
で
あ
っ
た
。
我
が

国
に
お
い
て
は
、
平
成
六
年
に
高
齢
者
人
口
の
比
率
が
一
四
％
以
上
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
高
齢
社
会
」
と
な
っ

た
。
諸
外
国
と
比
較
し
て
、
非
常
に
急
激
に
高
齢
化
が
進
展
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
制
度
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
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平
成
七
年
十
二
月
に
、
国
は
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
を
施
行
し
、

高
齢
社
会
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
経
済
社
会
の
健
全
な
発
展

と
国
民
生
活
の
安
定
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
同
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
八
年
七
月
に
は
、
高
齢
社
会
対
策
大
綱
が
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
同
大
綱
に
お
い
て
、「
高
齢
者
の
自
立
、
参
加
選
択

の
重
視
」
と
し
て
、
高
齢
者
が
様
々
な
生
き
方
を
主
体
的
に
選
択

で
き
る
よ
う
に
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
民
間
事
業
者
の
活

用
を
図
り
、
基
礎
的
な
給
付
に
つ
い
て
は
公
的
に
保
障
し
つ
つ
、

そ
れ
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
民
間
保
険
の
積
極
的
な
活
用
を

進
め
る
な
ど
、
多
様
な
選
択
が
可
能
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、「
施
策
の
効
果
的
推
進
」
で
は
、

社
会
的
資
源
を
最
適
に
活
用
し
て
各
施
策
の
一
層
の
重
点
化
、
効
率
化
を
図
り
、
将
来
の
国
民
負
担
の
増
大
を
で
き
る
だ
け
抑

制
し
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
と
適
正
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
社
会
連
帯
に
よ
る
介
護
費
用
の
確
保
」

で
は
、
社
会
保
険
方
式
に
よ
る
新
た
な
高
齢
者
介
護
制
度
の
創
設
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
た
。
同
大
綱
に
掲
げ
ら
れ
た
内
容

を
踏
ま
え
、
介
護
保
険
制
度
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

介
護
保
険
制

度
の
開
始

平
成
九
年
十
二
月
に
成
立
し
た
介
護
保
険
法
は
、
十
二
年
四
月
に
施
行
さ
れ
、
介
護
保
険
制
度
が
開
始
し
た
。

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
利
用
者
本
位
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
・
一
体
的
・
効
率
的
な
提
供
を
行
う
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
た
。
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そ
れ
ま
で
は
、
利
用
者
が
行
政
窓
口
に
申
請
し
、
市
町
村
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
決
定
し
て
い
た
が
、
利
用
者
が
自
ら
サ
ー
ビ

ス
の
種
類
や
事
業
者
を
選
ん
で
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
高
齢
者
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
二
つ

に
分
か
れ
て
い
た
も
の
を
、
一
つ
の
制
度
に
統
合
し
、
利
用
者
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
い
て
、

福
祉
と
医
療
の
総
合
的
な
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
希
望
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
介

護
を
必
要
と
す
る
要
介
護
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
を
支
え
る
在
宅
介
護
の
重
視
、
予
防
・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
な
ど
が
図
ら
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
利
用
者
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
が
新
し
く
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
や
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と
し

た
提
供
か
ら
、
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
提
供
を
促
進
し
、
健
康
・
福
祉
に
係
る
需
要
の
高
度
化
や
多
様
化
に
対
応
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
利
用
者
は
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
一
割
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
平

成
二
十
七
年
八
月
以
降
、
一
定
以
上
所
得
者
に
つ
い
て
は
利
用
者
負
担
は
二
割
。
さ
ら
に
平
成
三
十
年
八
月
以
降
、
六
十
五
歳
以
上
で
現
役

並
み
の
所
得
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
利
用
者
負
担
は
三
割
）。
そ
し
て
、
介
護
保
険
制
度
は
、
前
述
の
高
齢
社
会
対
策
大
綱
の
中
で

も
示
さ
れ
た
と
お
り
、
租
税
を
財
源
と
し
て
給
付
を
行
う
「
税
方
式
」
で
は
な
く
、
保
険
料
に
よ
り
給
付
を
行
う
「
社
会
保
険

方
式
」
が
採
ら
れ
た
。

　
介
護
保
険
法
の
施
行
か
ら
五
年
後
の
平
成
十
七
年
六
月
に
法
改
正
が
行
わ
れ
、「
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
」
が
図

ら
れ
た
（
施
行
は
十
八
年
四
月
）。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
要
支
援
者
（
介
護
の
必
要
は
な
い
が
将
来
要
介
護
状
態
に
な
る
見
込
み
が
あ
り

日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
者
）
へ
の
給
付
と
し
て
「
予
防
給
付
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
。
予
防
給
付
と
は
、
要
支
援
者
が
日
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常
生
活
を
で
き
る
だ
け
自
力
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
、
心
身
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

要
介
護
と
な
る
こ
と
を
予
防
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
給
付
で
あ
る
。

　
ま
た
市
町
村
で
介
護
予
防
事
業
や
包
括
的
支
援
事
業
な
ど
の
「
地
域
支
援
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
高
齢
者
に

関
す
る
相
談
機
関
と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
に
地
域
密
着

サ
ー
ビ
ス
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
要
介
護
認
定
手
続
き
や
施
設
給
付
の
見
直
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
や
第
一
号

被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
）
の
保
険
料
の
改
定
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

兵
庫
県
に
お
け
る

高
齢
社
会
の
到
来

本
県
に
お
け
る
高
齢
化
率
は
、
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
に
九
・
二
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
七

年
に
は
一
四･

一
％
と
な
り
、
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
。
そ
の
後
も
高
齢
化
率
は
、
上
昇
を
続
け
、
平
成

十
八
年
二
月
に
は
一
九
・
八
％
と
な
っ
た
。
特
に
、
但た
じ
ま馬
地
域
の
高
齢
化
率
は
、
昭
和
五
十
八
年
の
一
四
・
七
％
か
ら
平
成
十

八
年
二
月
の
二
八
・
七
％
へ
と
大
き
く
上
昇
し
た
。
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
も
、
お
お
む
ね
一
〇
ポ
イ
ン
ト
近
く
上
昇
し
て

お
り
、
全
県
的
に
高
齢
化
が
進
ん
だ
。
高
齢
者
の
い
る
世
帯
の
割
合
も
年
々
増
加
し
、
平
成
十
七
年
で
は
約
六
〇
万
八
〇
〇
〇

世
帯
と
、
世
帯
総
数
の
う
ち
二
八
・
六
％
を
占
め
、
お
お
む
ね
三
世
帯
に
一
世
帯
は
高
齢
者
の
い
る
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

県
立
但
馬
長

寿
の
郷
開
設

但
馬
地
域
は
、
高
齢
化
率
の
上
昇
だ
け
で
な
く
、
住
宅
か
ら
保
健
福
祉
医
療
施
設
へ
の
距
離
も
遠
く
、
交
通

の
便
に
も
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
保
健
福
祉
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
係
わ
る
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
も

懸
念
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
但
馬
地
域
の
保
健
医
療
福
祉
水
準
の
向
上
を
図
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
々
が
、
地

域
・
世
代
を
超
え
、
と
も
に
交
流
し
な
が
ら
、
自
己
を
高
め
、
生
き
が
い
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
は
平
成
十
年
十
月
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本
県
に
お
け
る
介
護

保
険
制
度
の
開
始

に
、
県
立
但
馬
長
寿
の
郷
を
開
設
し
た
。
県
立
但
馬
長
寿
の
郷
は
、
大
き
く
二
つ
の
機
能

を
有
す
る
。
一
つ
目
は
、
医
師
・
看
護
師
を
は
じ
め
専
門
的
な
人
材
を
市
町
や
公
的
病
院

に
派
遣
す
る
な
ど
、
県
が
広
域
的
な
観
点
か
ら
福
祉
行
政
と
保
健
医
療
行
政
と
を
一
体
化

し
て
、
市
町
な
ど
の
保
健
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
支
援
す
る
「
広
域
的
保
健
福

祉
・
医
療
増
進
拠
点
」
と
し
て
の
機
能
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
地
域
・
世
代
を
超
え
た
交

流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
但
馬
地
域
の
自
然
を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
創

造
の
場
を
提
供
す
る
「
全
県
的
ふ
れ
あ
い
交
流
拠
点
」
と
し
て
の
機
能
で
あ
る
。
今
日
に

お
い
て
も
、
県
立
但
馬
長
寿
の
郷
は
、
保
健
医
療
福
祉
に
従
事
す
る
専
門
職
の
研
修
の
実

施
や
高
齢
者
向
け
住
宅
・
福
祉
用
具
の
展
示
・
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
宿
泊
施
設

を
活
用
し
た
都
市
と
農
山
村
の
交
流
・
世
代
間
の
交
流
な
ど
を
促
進
す
る
事
業
や
、
県
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援
す
る
事

業
を
実
施
す
る
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

本
県
に
お
け
る
介
護

保
険
制
度
の
開
始

平
成
十
二
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
平
成
十
一
年
度
に
は
、
県
福
祉
部

長
寿
社
会
課
に
介
護
保
険
室
が
設
け
ら
れ
た
。
平
成
十
二
年
度
に
は
、
県
民
生
活
部
に
介
護
保
険
課
、

介
護
保
険
調
整
室
、
介
護
保
険
相
談
・
審
査
室
が
設
置
さ
れ
た
。

　
県
で
は
、
県
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

「
圏
域
市
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
行
政
機
関
調
整
会
議
」
等
の
開
催
を
通
じ
、市
町
の
介
護
保
険
給
付
事
業
の
実
施
を
支
援
し
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
の
指
定
を
行
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う
ほ
か
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
の
指
導
・
助
言
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
市
町
の
介
護
保
険

会
計
の
財
源
不
足
額
に
対
し
て
、
資
金
の
貸
付
・
交
付
を
行
う
た
め
、
県
に
基
金
を
設
置

し
、
積
立
て
を
行
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
県
民
か
ら

の
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
介
護
認
定
や
保
険
料
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
処
分
等
に

対
す
る
審
査
請
求
に
対
応
し
た
。

　
県
内
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数
は
、
平
成
十
二
年
度
は
一
一
万
五
六
一
人
で
、
そ

の
後
年
々
増
加
し
、十
七
年
度
に
は
一
九
万
七
九
三
三
人
と
な
り
、約
一・七
九
倍
と
な
っ

た
。
一
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
数
は
二
二
六
か
ら
三
三
五
、

介
護
老
人
保
険
施
設
数
は
一
二
七
か
ら
一
八
三
、
訪
問
介
護
の
事
業
所
数
は
五
七
五
か
ら

一
四
五
三
と
な
り
、
通
所
介
護
の
施
設
数
は
六
一
四
か
ら
九
八
一
と
な
る
な
ど
、
適
切
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

兵
庫
県
老
人
保
健

福
祉
計
画
の
策
定

前
述
の
す
こ
や
か
長
寿
大
作
戦
の
計
画
期
間
の
終
期
は
平
成
十
二
年
度
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
老
人
福
祉
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
五
八
号
）
の
施
行
を
受
け
て
、六
年
二
月
に
改
定
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、す
こ
や
か
長
寿
大
作
戦
は
、老
人
保
健
法
に
基
づ
く
「
兵
庫
県
老
人
保
健
計
画
」
と
老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
「
兵

庫
県
老
人
福
祉
計
画
」
を
一
体
的
に
策
定
し
た
「
兵
庫
県
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
と
し
て
、ま
た
、介
護
保
健
法
に
基
づ
く
「
兵

庫
県
介
護
保
健
事
業
支
援
計
画
」
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
二
年
度
の
同
計
画
改
定
の
際
に
、
す
こ
や

か
長
寿
大
作
戦
の
う
ち
老
人
保
健
福
祉
計
画
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
計
画
に
拠
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
な
お
、
平
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成
二
十
年
度
よ
り
、
旧
老
人
保
健
法
が
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
」
へ
と
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
老
人
保
健
計
画
に
係
る
規
定
が
削

除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
兵
庫
県
老
人
福
祉
計
画
」
と
し
て
策
定
さ
れ
て
い
る
。

同
計
画
の
基
本
目
標
を
①
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
自
己
実
現
の
支
援
、
②
保

健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
し
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
③
住
民
参
加

や
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
多
様
か
つ
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
④
震
災

の
教
訓
を
生
か
し
た
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
し
た
。計
画
の
視
点
に「
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
」「
共

に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」「
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
」「
総
合
的
な
保
健
福
祉
医
療
サ
ー
ビ
ス
基
盤
づ
く
り
」「
人
材
づ
く
り・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
を
掲
げ
た
。
こ
の
う
ち
、「
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
」
で
は
、
い
な
み
野
学
園
、
阪
神
シ
ニ
ア

カ
レ
ッ
ジ
な
ど
を
通
じ
た
生
涯
学
習
の
機
会
の
提
供
や
、
兵
庫
県
生
き
が
い
創
造
協
会
の
運
営
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
促
進
を

図
っ
た
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
て
雇
用
・
就
業
機
会
の
確
保
に
努
め
た
。「
共
に
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
」で
は
、高
齢
者
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、住
民
参
加
型
の
地
域
安
心
拠
点
の
整
備
等
に
取
り
組
ん
だ
。「
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
」
で
は
、
健
康
相
談
・
健
康
診
査
や
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
と
き
の
リ
ハ
ビ
リ
や
訪
問
看
護
指
導
事
業
の

充
実
な
ど
を
推
し
進
め
た
。

　
介
護
保
険
法
で
は
、
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
を
三
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
介
護
保
険
法
施
行
以
降
、
県

内
の
要
介
護
認
定
者
数
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
数
が
増
加
し
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
介
護
保
険

制
度
の
運
営
も
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
五
年
三
月
と
十
八
年
三
月
に
同
計
画
の
改
定
を
行
っ
た
。

写真 132　�兵庫県老人保健福祉
計画
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平
成
十
五
年
三
月
の
改
定
で
は
、
前
計
画
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
課
題
を
挙
げ
、
新
た
に
「
生
涯
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
」「
地
域
で
と
も
に
支
え
あ
い
助
け
あ
っ
て
い
こ
う
」「
多
様
な
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
積
極

的
に
利
用
し
よ
う
」「
質
の
高
い
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
」
の
四
つ
を
基
本
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。

　
平
成
十
八
年
三
月
に
は
、
同
年
四
月
施
行
の
改
正
介
護
保
険
法
に
備
え
て
改
定
を
行
っ
た
。
こ
の
改
定
で
は
、
法
改
正
を
踏

ま
え
、
介
護
予
防
の
推
進
と
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
日
常
生
活
能
力
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
誰
も
が
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
介
護

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
へ
の
対
応
と
「
明
る

く
活
力
あ
る
超
高
齢
社
会
」
に
向
け
て
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

少
子
・
高
齢
社
会

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

平
成
十
八
年
三
月
に
は
、
二
〇
三
〇
年
を
想
定
年
度
と
す
る
少
子
・
高
齢
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
「
家
庭
や
地
域
の
再
生
を
図
り
、誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
元
気
で
安
心
な
社
会
」

の
実
現
を
理
念
と
し
て
掲
げ
た
。
こ
の
た
め
に
、
行
政
は
も
と
よ
り
、
県
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
各
種
の
団
体
、
企
業
な
ど
の
各
主
体

が
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
と
「
参
画
と
協
働
」
を
基
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
互
い
に
共
感
し
な
が
ら
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
社
会
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
、「
負
担
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
」
の
視
点

に
立
っ
て
諸
制
度
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
同
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
動
向
や
要
因
・
影
響
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
安
心
に
直
結
す
る
テ
ー
マ
で
あ

る
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
分
野
を
中
心
に
家
庭
、
地
域
社
会
、
し
ご
と
、
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
、
取
組
の

方
向
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
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障
害
者
福
祉

施
策
の
変
革

　
少
子・高
齢
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
で
整
理
し
た
様
々
な
課
題
や
重
視
す
べ
き
視
点
に
立
っ
て
、兵
庫
県
老
人
保
健
福
祉
計
画
や
〝
す

こ
や
か
ひ
ょ
う
ご
〟
障
害
者
福
祉
プ
ラ
ン
な
ど
各
計
画
の
施
策
に
取
り
組
ん
だ
。
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
、
介
護
や

家
事
援
助
を
行
う
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
よ
る
地
域
の
見
守
り
体
制
の
充
実
な
ど
具
体

的
な
施
策
を
推
進
し
た
。

三　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
念
の
実
現
に
向
け
て

障
害
者
福
祉

施
策
の
変
革

平
成
七
年
十
二
月
、
国
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
と
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を
踏
ま
え

つ
つ
、
障
害
者
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
む
「
障
害
者
プ
ラ
ン
～
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
七
か
年
戦
略
～
」

を
策
定
し
た
。
こ
れ
は
、「
障
害
者
対
策
」
の
重
点
施
策
実
施
計
画
で
あ
り
、
障
害
者
施
策
の
分
野
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
福
祉
ホ
ー
ム
の
整
備
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
拡
大
な
ど
、
初
め
て
数
値
に
よ
る
達
成
目
標
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同

プ
ラ
ン
で
は
、
次
の
七
つ
の
視
点
か
ら
施
策
の
重
点
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
視
点
と
は
、
①
「
地
域
で
共
に
生

活
す
る
た
め
に
」、
②
「
社
会
的
自
立
を
促
進
す
る
た
め
に
」、
③
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
す
る
た
め
に
」、
④
「
生
活
の

質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
：Q

uality of Life

）
の
向
上
を
目
指
し
て
」、
⑤
「
安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
に
」、
⑥
「
心
の
バ
リ
ア
を

取
り
除
く
た
め
に
」、
⑦
「
我
が
国
に
ふ
さ
わ
し
い
国
際
協
力
・
国
際
交
流
を
」
で
あ
る
。
障
害
者
プ
ラ
ン
の
目
標
の
達
成
状

況
に
つ
い
て
は
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム・福
祉
ホ
ー
ム
は
平
成
七
年
度
の
五
三
四
七
人
分
か
ら
二
万
二
一
六
一
人
分
（
目
標
二
万
人
）

と
な
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
専
任
分
で
四
万
二
七
二
二
人
、
兼
任
分
で
二
万
八
九
六
四
人
上
乗
せ
（
目
標
四
万
五
〇
〇
〇
人
上

乗
せ
）
と
な
る
な
ど
、
障
害
者
の
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
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ま
た
、
平
成
十
四
年
十
二
月
に
は
、
十
五
年
度
か
ら
二
十
四
年
度
ま
で
の
一
〇

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
障
害
者
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
計
画
の
横
断
的
な

視
点
と
し
て
、「
社
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
」「
利
用
者
本
位
の
支
援
」「
障

害
の
特
性
を
踏
ま
え
た
施
策
の
展
開
」「
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
施
策
の
推
進
」

を
据
え
、
障
害
者
の
社
会
へ
の
参
加
、
参
画
に
向
け
た
施
策
の
一
層
の
推
進
を

図
っ
た
。

　
そ
し
て
、
障
害
者
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
も
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に

伴
う
他
の
福
祉
分
野
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。
障
害
者

の
状
況
な
ど
に
応
じ
て
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
先
や
内
容
な
ど
を
決
め
て
い

た
措
置
制
度
か
ら
大
き
く
転
換
が
図
ら
れ
、
支
援
費
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
平

成
十
五
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
支
援
費
制
度
で
は
、
障
害
者
は
自
ら
の
決
定

に
基
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
か
を
選
択
し
、
事
業

者
と
直
接
契
約
を
結
ぶ
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
へ
の
申
請
に
基
づ
い
て
支
給
決
定
さ
れ
た
支
援
費
が

市
町
村
か
ら
直
接
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
支
払
わ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
で
あ
る
障
害
者
は
残
り
の
自
己
負
担
額
を
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
へ
支
払
う
と
い
う
新
し
い
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
導
入
直
後
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
の
増
大
や
財
源
問

題
、
障
害
種
別
（
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
）
間
の
格
差
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
地
域
間
格
差
な
ど
、
新
た
な
課
題
が
生

表 65　障害者プランにおける数値目標

平成7年度実績 平成14年度目標
グループホーム・福祉ホーム 5,347人分 2万人分
授産施設・福祉工場 4万1,783人分 6万8,000人分
重症心身障害児（者）等の通園事業 307カ所 1,300カ所
精神障害者生活訓練施設（援護寮） 1,660人分 6,000人分
精神障害者社会適応訓練事業 3,770人分 5,000人分
精神科デイケア施設 372カ所 1,000カ所
ホームヘルパー 9万2,482人分 4万5,000人分上乗せ
ショートステイ 1,082人分 4,500人分
デイサービス 501カ所 1,000カ所
身体障害者療護施設 1万7,169人分 2万5,000人分
精神薄弱者更生施設 8万4,490人分 9万5,000人分

（『障害者プランの概要』より作成）
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〝
す
こ
や
か
ひ
ょ
う
ご
〟
障

害
者
福
祉
プ
ラ
ン
の
策
定

じ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
開
始
か
ら
わ
ず
か
三
年
で
制
度
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
平
成
十
七
年
十
一
月

に
障
害
者
自
立
支
援
法
が
成
立
、
十
八
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
第
四
編
第
七
章
第
二
節
三
の
「
障
害
者
自
立
支
援

法
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法
へ
」
参
照
）。

〝
す
こ
や
か
ひ
ょ
う
ご
〟
障

害
者
福
祉
プ
ラ
ン
の
策
定

第
二
編
第
五
章
第
一
節
三
の
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
の
普
及
」
で
記
述
し
た
と
お
り
、

県
は
昭
和
五
十
七
年
三
月
に
策
定
し
た
「
兵
庫
県
国
際
障
害
者
年
長
期
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、

障
害
者
福
祉
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
後
、
平
成
四
年
四
月
の
国
連
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
十
年
」
採
択

や
、
五
年
三
月
の
国
の
「
障
害
者
対
策
に
関
す
る
新
長
期
計
画
」
策
定
、
同
年
十
二
月
の
障
害
者
基
本
法
の
制
定
（
心
身
障
害

者
対
策
基
本
法
の
改
正
）
な
ど
、
国
内
外
で
障
害
者
施
策
を
め
ぐ
る
動
き
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
県
で
は
、
平
成
七
年
五
月

に
、
そ
れ
ま
で
の
障
害
者
福
祉
に
係
る
諸
施
策
を
発
展
さ
せ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
の

実
現
に
向
け
た
「〝
す
こ
や
か
ひ
ょ
う
ご
〟
障
害
者
福
祉
プ
ラ
ン
─
兵
庫
県
障
害
者
福
祉
新
長
期
計
画
─
」
を
策
定
し
た
。
こ

れ
は
、
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く
兵
庫
県
障
害
者
計
画
で
あ
り
、
平
成
十
二
年
ま
で
の
六
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
基
本
目
標

と
し
て
「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
『
制
度
的
・
物
理
的
・
心
理
的
な
障
壁
』
を
除
去
し
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
人
間
と
し
て
の
喜
び
や
社
会
の
一
員
と
し
て
の
充
実
感
を
持
ち
、
自
己
実
現
を
図
る
こ

と
の
で
き
る
こ
こ
ろ
豊
か
な
社
会
の
構
築
」
を
掲
げ
た
。
こ
の
基
本
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
人
権
尊
重
の
視
点
に
立
っ
た
施

策
の
推
進
と
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
計
画
の
基
本
に
置
き
、
①
障
害
者
・
介
護
者
の
高
齢
化
や
障
害
の
重
度
化
・
重
複
化

に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
の
変
化
へ
の
対
応
、
②
生
活
の
質
の
向
上
に
向
け
た
諸
施
策
の
効
果
的
な
実
施
、
③
サ
ー
ビ
ス
供

給
体
制
の
整
備
、
④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
、
⑤
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
関
連
施
策
の
連
携
等
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
う
し
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た
中
、
平
成
九
年
に
は
、
精
神
障
害
者
の
日
常
生
活
へ
の
適
応
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
精
神
保
健
福
祉
士
や
聴
覚
障
害
や
音
声
・

言
語
機
能
障
害
を
持
つ
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
言
語
聴
覚
士
に
つ
い
て
、
新
た
に
資
格
制
度
が
設
け
ら
れ
る
な
ど

の
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

　
平
成
十
三
年
三
月
に
は
、
介
護
保
険
の
導

入
に
よ
る
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
兵
庫
県

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
連
携
指
針
を
策

定
し
た
。
昭
和
六
十
二
年
に
策
定
し
た
「
地

域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
」
で
は
、
障

害
を
発
症
し
た
直
後
の
急
性
期
や
医
療
機
関

で
の
機
能
回
復
訓
練
を
中
心
と
す
る
回
復
期

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

同
連
携
指
針
で
は
、
急
性
期
・
回
復
期
後
の

維
持
期
に
お
い
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

生
活
面
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
を

加
え
な
が
ら
検
討
し
策
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
高
齢
者
や
障
害
者
が
地
域
で
生
き

が
い
を
感
じ
、
生
き
生
き
と
し
て
生
活
で
き

表 66　〝すこやかひょうご〟障害者福祉プランにおける数値目標

項目 数値目標
（平成17年度）

身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
児
童

在
宅
サ
ー
ビ
ス

市町村障害者生活支援事業
市町村障害者社会参加促進事業
ホームヘルプサービス
デイサービス（障害児は除く）
ショートステイ（短期入所）
グループホーム・生活ホーム・福祉ホーム
重症心身障害児通園事業・児童デイサービス
障害児（者）地域療育等支援事業

27カ所で実施
34カ所で実施
348,568回利用
28カ所で実施
46,027日利用
104カ所で実施
31カ所で実施
23カ所で実施

施
設

知的障害者更生施設（入所・通所）
知的障害者通所授産施設・小規模作業所
身体障害者療護施設
身体障害者通所授産施設・小規模作業所

3,880人分を確保
2,925人分を確保
940人分を確保
871人分を確保

精
神
障
害

生活訓練施設（援護寮）
ショートステイ
福祉ホーム（A型・B型）
授産施設・小規模作業所
地域生活支援センター
グループホーム
ホームヘルプサービス
社会適応訓練事業（職親）
精神科デイケア

11カ所設置
11床確保
12カ所設置
960人分を確保
28カ所設置
41カ所設置
63,507回利用
300カ所確保
41カ所確保

（『〝すこやかひょうご〟障害者福祉プラン』より作成）
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視
聴
覚
障
害

者
へ
の
支
援

る
よ
う
に
、生
活
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
さ
ら
な
る
展
開
を
目
指
し
た
。

　
そ
の
後
、〝
す
こ
や
か
ひ
ょ
う
ご
〟
障
害
者
福
祉
プ
ラ
ン
は
、
平
成
十
三
年
九
月
に
改
定
さ
れ
、
新
た
に
、
基
本
目
標
と
し
て
、

①
障
害
の
あ
る
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
②
共
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
、
③
生
活
の
基
盤
づ
く
り
、
④
生
活
を
支
え
る
人
材・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
回
数

や
実
施
施
設
数
、
授
産
施
設
や
小
規
模
作
業
所
の
定
員
拡
大
な
ど
二
一
項
目
の
具
体
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
、
障
害
者
福
祉
施

策
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
。
平
成
十
七
年
十
一
月
に
は
、十
三
年
の
世
界
保
健
機
関
総
会
で
採
択
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｆ（International 

Classification of Functioning,D
isability and H

ealth

）
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
、
さ
ら
な
る
改
定
を
行
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｆ
と
は
、

障
害
の
分
類
の
考
え
方
に
新
た
に
「
環
境
因
子
」
と
い
う
観
点
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
心
身
機
能
や
身
体
構
造
に
障

害
が
あ
っ
て
も
能
力
や
活
動
に
は
制
限
が
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
、
反
対
に
心
身
機
能
の
障
害
が
比
較
的
少
な
く
て
も
、
様
々
な

環
境
に
よ
っ
て
、
活
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
、
環
境
と
個
人
の
関
係
性
を
重
視
し
た
考
え
方
で
あ
る
。

　
県
は
改
定
後
の
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
個
人
の
努
力
を
重
視
す
る
障
害
者
施
策
か
ら
、
個
人
を
取
り
巻
く
環
境
を

変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
障
害
の
あ
る
人
が
生
活
し
や
す
く
す
る
と
い
う
施
策
へ
の
転
換
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、「
障
害
者
の
あ

る
人
が
地
域
の
一
員
と
し
て
あ
た
り
前
に
暮
ら
し
、
誰
も
が
共
に
支
え
合
う
社
会
」「
障
害
の
あ
る
人
が
、
自
ら
の
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
し
、
個
性
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
た
。

視
聴
覚
障
害
者

へ
の
情
報
提
供

障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
応
じ
た
適
切
な
情
報
提
供
の
確
保
が
必
要
と

な
る
。
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県
で
は
、
平
成
八
年
度
に
、
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
確
保
し
、
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た

め
「
ひ
ょ
う
ご
手
話
通
訳
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
全
県
的
な
聴
覚
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、

手
話
通
訳
者
の
確
保
・
派
遣
の
中
核
と
な
る
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
手
話
通
訳
者
の
登
録
・
派
遣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
他

府
県
の
手
話
通
訳
者
派
遣
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
ほ
か
手
話
の
普
及
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
県
内
に
は
、
視
覚
障
害
者
を
対
象
と
す
る
兵
庫
県
点
字
図
書
館
や
神
戸
市
立
点
字
図
書
館
は
あ
っ
た
も
の
の
、
聴
覚

障
害
者
を
対
象
と
す
る
施
設
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
十
五
年
、
県
は
、
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
体
制
等

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
神
戸
市
と
協
力
し
て
、
聴
覚
障
害
者
へ
の
支
援
を
行
う
施
設
の
設
置
に
向
け
て
検
討
を
始
め
た
。
平

成
十
七
年
、
当
事
者
団
体
・
支
援
団
体
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
聴
覚
障
害

者
の
社
会
参
加
と
自
立
を
援
助
し
、
生
活
・
文
化
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
派
遣
・
養
成
事
業
の
ほ
か
、
生
活
相
談
や
生
活
訓
練
な
ど

暮
ら
し
に
関
す
る
支
援
事
業
、
聴
覚
障
害
者
向
け
映
像
の
自
主
制
作
、
字
幕
や
手
話
入
り

映
像
作
品
の
貸
出
事
業
、
聴
覚
障
害
者
向
け
災
害
な
ど
緊
急
時
情
報
発
信
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
「
ひ
ょ
う
ご
手
話
通
訳
セ
ン
タ
ー
」
は
、「
ひ
ょ
う
ご
通
訳

セ
ン
タ
ー
」
に
名
称
を
変
更
し
、
兵
庫
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県

事
業
の
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
も
拡
充
が
図
ら
れ
た
。
平
成
十
三
年
二
月

か
ら
、全
国
視
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
協
議
会
（
現
全
国
視
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
協
会
）

写真 133　�聴覚障害者情報センター開設記念式
典
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障
害
者
の

移
動
支
援

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
全
国
の
点
字
図
書
館
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
、
視
覚
障
害
者
用
図
書
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
な
い
ー
ぶ
ネ
ッ
ト
」
の
運
用
を
開
始
し
た
。
同
年
四
月
か
ら
兵
庫
県
点
字
図
書
館
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
わ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、視
覚
障
害
者
は
、全
国
の
点
字
図
書
館
の
点
字
デ
ー
タ
等
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
は
、
視
覚
障
害
者
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
「
サ
ピ
エ
」
に
名
称
を
変
更
し
、
視

覚
障
害
者
へ
の
点
字
図
書
や
録
音
図
書
の
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
視
覚
障
害
者
の
生
活
に
必
要
な
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
る
。

障
害
者
の

移
動
支
援

障
害
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め
、
移
動
を
支
援
す
る
取
組
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。

平
成
十
四
年
十
月
、
身
体
障
害
者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
身
体
障

害
者
補
助
犬
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
盲
導
犬
に
加
え
て
、
介
助

犬
、
聴
導
犬
が
制
度
化
さ
れ
た
。
公
共
施
設
や
公
共
交
通
機
関
だ
け
で
な
く
、
ホ
テ
ル
、

デ
パ
ー
ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
施
設
等
に
つ
い
て
も
、
原
則
と

し
て
身
体
障
害
者
補
助
犬
の
同
伴
拒
否
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
平

成
二
十
年
四
月
か
ら
は
、
一
定
規
模
以
上
の
常
用
雇
用
労
働
者
が
い
る
事
業
所
に
お
い
て
、

勤
務
す
る
障
害
者
の
補
助
犬
使
用
の
受
け
入
れ
が
義
務
化
さ
れ
た
県
で
は
、
平
成
十
八
年

四
月
に
、
兵
庫
県
身
体
障
害
者
補
助
犬
貸
付
要
綱
を
制
定
し
た
。
ま
た
、
補
助
犬
の
貸
付

や
施
設
へ
の
同
伴
・
受
入
れ
に
関
す
る
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
推
進

課
や
県
内
政
令
市
・
中
核
市
の
福
祉
担
当
課
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

写真 134　�身体障害者補助犬（兵庫盲導犬協会
提供）
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さ
ら
に
、
県
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
、「
障
害
の
あ
る
方
へ
の
声
か
け
運
動
」
推

進
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
視
覚
障
害
の
あ
る
人
や
車
椅
子
使
用
の
障
害
の
あ
る

人
な
ど
が
地
理
不
案
内
や
電
車
・
バ
ス
の
乗
降
な
ど
で
困
っ
て
い
る
と
き
に
、
積
極
的

に
声
を
か
け
、
必
要
な
手
助
け
を
行
お
う
と
す
る
県
民
運
動
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、「
み
ん
な
の
声
か
け
運
動
」
と
名
称
を
改
め
、
障
害
者
だ
け

で
な
く
、
妊
産
婦
、
高
齢
者
、
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
、
外
国
人
な
ど
に
も
対
象
を
広
げ

た
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
声
を
か
け
助
け
合
う
と
い
う
、
幅
広
い
県
民
運
動
と
し

て
展
開
し
て
い
る
。

発
達
障
害
者

支
援
の
取
組

自
閉
症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
の
「
発
達
障
害
」
は
、
長
ら

く
法
律
上
の
規
定
が
な
く
、
福
祉
施
策
の
中
に
お
い
て
位
置
づ
け
が

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、「
発
達
障
害
」
の
あ
る
者
に
対
す
る
十
分
な
支
援
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
社
会
全
体
で
発
達
障
害
を
理
解
し
、
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
発
達

障
害
者
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
発
達
障
害
者
支
援
法
の
制
定
に
先
立
っ
て
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
、
国
は
全
国
に
自
閉

症
・
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
発
達
障
害
者
支
援
法
の
施
行
を
受
け
て
、
発
達

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
名
称
が
あ
ら
た
め
ら
れ
た
。

　
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
発
達
障
害
児
・
者
に
対
す
る
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
支
援
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
発
達
障
害
児
・
者
及
び
そ
の
家
族
の
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
（
広
域
）

写真 135　�障害のある方への声かけ運動研修会�出前
講座
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第
四
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
「
ふ

れ
愛
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
」（
平
成
十
六
年
）

の
拠
点
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
達
障
害
者
に
つ
い
て
、
発
達
支
援
（
児
童
相
談
所
、
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
、
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
発
達
障
害
児
・
者
の
支
援
計
画
を
作
成
し
支
援
す
る
）
の
ほ
か
、

相
談
支
援
や
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
県
で
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
か
ら
、
社
会
福
祉
法
人
あ
か
り
の
家
に
委
託
し
、
高た
か

砂さ
ご

市
に
お
い

て
「
ひ
ょ
う
ご
自
閉
症
・
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
称
で
、
支
援
を
開
始
し
た
。
後

に
名
称
を
変
更
し
「
ひ
ょ
う
ご
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
」
と
し
て
発
達
障
害
者
支

援
を
推
し
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
県
独
自
の
取
組
と
し
て
ブ
ラ
ン
チ
を
創
設
し
、
県
内
各
地
の
社
会

福
祉
法
人
に
お
い
て
取
組
を
開
始
し
た
。
平
成
十
七
年
六
月
か
ら
は
、
ゆ
た
か
会
（
加
西
ブ
ラ
ン
チ
）、

三
田
谷
治
療
教
育
院
（
芦
屋
ブ
ラ
ン
チ
）
が
事
業
を
開
始
、
二
十
一
年
四
月
か
ら
は
神
戸
聖
隷
福
祉

事
業
団
（
豊
岡
ブ
ラ
ン
チ
）、
二
十
二
年
七
月
か
ら
は
希
望
の
家
（
宝
塚
ブ
ラ
ン
チ
）、
二
十
三
年
八
月

か
ら
は
愛
心
福
祉
会
（
上
郡
ブ
ラ
ン
チ
）
が
新
た
に
事
業
を
始
め
た
。
こ
の
ほ
か
に
県
内
で
は
、
神
戸
市
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
「
ひ
ょ
う
ご
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
」
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
は
直
接
に

相
談
等
の
申
込
み
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
二
十
七
年
度
以
降
は
、
ま
ず
は
居
住
す
る
市
町
の
発
達
障
害
窓
口
に
相
談
等
の
申
込

み
を
行
う
と
い
う
流
れ
に
変
わ
っ
た
。

第
四
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
「
ふ

れ
愛
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
」（
平
成
十
六
年
）
障
害
者
福
祉
の
取
組
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
加
え
て
、
障
害
者
の
生
き
が
い
創
造
や

障
害
に
対
す
る
普
及
啓
発
の
た
め
の
取
組
も
進
め
ら
れ
た
。
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平
成
十
三
年
度
か
ら
全
国
持
ち
回
り
で
、
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
障
害
者
の
芸
術
及
び
文

化
活
動
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
障
害
者
本
人
の
生
き
が
い
や
自
信
を
創
出
し
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
は
、
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
を
、
原
則
と
し
て
国
民
文
化
祭
と
同
一
都
道
府
県
で

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
県
で
は
、
第
四
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
「
ふ
れ
愛
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
」
が
、
平
成
十
六
年
十
二
月
三
日
か
ら
五

日
に
か
け
て
、
神
戸
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美

術
館
な
ど
を
会
場
と
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
全
国
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
美
術
・
文
芸
作
品
を
展
示
す
る
「
全

国
美
術
・
文
芸
公
募
展
」、
障
害
者
が
書
い
た
詩
文
に
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
作
品
を
展

示
す
る
「
き
ら
っ
と
い
き
る
展
」、
障
害
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
展
示
や
音
楽
・
舞
台
の
披
露
を
行
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

ド
ア
ー
ト
展
」
と
「
心
の
ふ
れ
愛
ス
テ
ー
ジ
」、
県
内
授
産
施
設
な
ど
の
製
品
を
障
害
者
が
Ｐ
Ｒ
・
展
示
即
売
を
行
う
「
ふ
れ

愛
バ
ザ
ー
ル
」
の
ほ
か
Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト
展
・
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
公
募
舞
台
芸
術
発
表
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

四　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組

ひ
ょ
う
ご
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
社
会
づ
く
り
の
推
進

県
は
、
平
成
四
年
十
月
、
全
国
に
先
駆
け
て
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
公
共
施
設
な
ど

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
よ
る
整
備
、
高
齢
者
・
障
害
者
に
対
応
し
た
住
宅
環
境
の
支
援
な
ど
を
進
め
て

き
た
。
ま
た
、
国
で
は
、
平
成
十
二
年
五
月
に
、
高
齢
者
・
障
害
者
が
自
立
し
て
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
「
高
齢
者
、
身

体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）
が
制
定
さ
れ
た
。
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社
会
福
祉

法
の
制
定

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
で
は
、
障
害
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も

が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
、
元
気
に
活
動
で
き
る

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
平
成
十
六
年
四
月
に
全
国

で
初
め
て
専
任
の
課
長
を
設
置
し
、
十
七
年
四
月
に
、「
ひ
ょ
う
ご
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
総
合
指
針
」
と
「
兵
庫
県
率
先
行
動
計
画
」
を
策

定
し
た
。
県
政
全
般
に
お
い
て
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
を

目
指
す
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
制
度
設
計
の
段
階
か
ら
取
り
入
れ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
を
総
合
的
に

推
進
し
た
。

　
ひ
ょ
う
ご
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
総
合
指
針
で
は
、
め
ざ
す
べ
き
社
会
像
を
「
年
齢
、
性
別
、
障
害
、
文
化
な
ど
の
違

い
に
か
か
わ
り
な
く 

だ
れ
も
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
支
え
合
う
中
で 

安
心
し
て
暮
ら
し 

一
人
ひ
と
り
が
持
て
る
力
を
発

揮
し
て 

元
気
に
活
動
で
き
る
社
会
」
と
掲
げ
た
。
そ
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
五
つ
の
基
本
目
標
「
だ

れ
も
が
、
た
が
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
社
会
」「
だ
れ
も
が
、
容
易
に
モ
ノ
を
利
用
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
共
有
す
る
社
会
」「
だ
れ
も
が
、
多
様
な
方
法
で
理
解
し
や
す
い
情
報
を
手
に
入
れ
、
交
換
で
き
る
社
会
」「
だ
れ
も
が
、

安
心
し
て
住
ま
い
、
自
宅
か
ら
街
な
か
ま
で
安
全
・
快
適
に
移
動
し
、
活
動
で
き
る
社
会
」「
だ
れ
も
が
、
持
て
る
力
を
発
揮

し
て
働
く
な
ど
、主
体
的
に
参
加
、参
画
で
き
る
社
会
」
を
定
め
た
。
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
社
会
づ
く
り
総
合
指
針
」
の
普
及
啓
発
や
人
権
啓
発
と
連
携
し
た
広
報
の
実
施
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
工
学
研
究
所
で
の

誰
も
が
使
い
や
す
い
も
の
づ
く
り
の
研
究
開
発
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

写真 137　�ひょうごユニバー
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デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し
た
公
営
住
宅
の
整
備
、
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
就
職
支
援
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
な
ど
の
取
組
を
推
し
進

め
た
。

五　

地
域
福
祉
の
拡
充

社
会
福
祉

法
の
制
定

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
の
中
、
地
域
福
祉
の
分
野
で
は
、
平
成
十
二
年
六
月
に
、
従
来
の
社
会
福
祉
事
業
法

が
改
正
・
名
称
変
更
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
地
域
福
祉
の
推
進
」
が
法
律
に
お

い
て
明
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
社
会
福
祉
法
で
は
、
そ
れ
ま
で
保
護
の
対
象
と
見
な
さ
れ
て
い
た
支
援
を
要
す
る
人
た
ち

が
、
と
も
に
地
域
社
会
を
構
成
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
が
定
め
た
画
一
的
な
社
会
福
祉
を

提
供
す
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
主
体
の
福
祉
か
ら
、
地
域
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
社
会
福
祉
を
利
用
す
る

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
主
体
の
福
祉
へ
と
転
換
が
図
ら
れ
た
。

　
地
域
住
民
に
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
国
か
ら
市
町
村
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
権
限
と
責
任
が

移
譲
さ
れ
、
分
権
化
が
進
ん
だ
。
そ
し
て
、
各
自
治
体
に
お
い
て
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
法
制
化
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
計
画
は
、「
高
齢
者
福
祉
計
画
」「
介
護
保
険
事
業
計
画
」「
障
害
者
計
画
」
な
ど
の
他
の
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

一
体
的
に
策
定
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
た
。
地
域
に
展
開
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
達

成
目
標
や
推
進
条
件
な
ど
を
計
画
的
・
体
系
的
に
明
ら
か
に
し
、
将
来
へ
の
展
望
や
実
現
へ
の
道
筋
を
示
す
地
域
福
祉
の
推
進

方
法
を
、
各
自
治
体
の
実
情
に
応
じ
て
、
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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県
・
市
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
取
組

兵
庫
県
地
域
福
祉

支
援
計
画
の
策
定

県
で
は
、
市
町
が
策
定
す
る
地
域
福
祉
計
画
の
推
進
を

支
援
す
る
た
め
に
、
平
成
十
六
年
三
月
、
五
カ
年
計
画

と
し
て
第
一
期
兵
庫
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
を
策
定
し
た
。
第
一
期
計
画
で

は
、
①
支
え
合
い
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
、
②
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
、
③
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
基
盤
づ
く
り
の
三

点
を
基
本
目
標
と
し
て
挙
げ
た
。
第
一
期
計
画
を
終
え
た
平
成
二
十
年
時
点

で
の
市
町
の
地
域
福
祉
計
画
策
定
状
況
は
、
策
定
済
み
が
二
三
市
町
（
約
五
六
％
）、
未
策
定
が
一
八
市
町
（
約
四
四
％
）
で
あ
り
、

特
に
町
部
や
合
併
が
あ
っ
た
市
部
で
の
策
定
に
課
題
を
残
し
て
い
た
。

県
・
市
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
取
組

前
述
の
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
の
中
核
的
な
推
進
主
体

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
契
約
に
よ
る
利
用
制
度
に
大

き
く
転
換
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
中
、
契
約
当
事
者
を
補
佐
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
援
助
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
苦
情
へ
の
対
応
な
ど
に
社
会
福
祉
協
議
会
は
取
り
組
ん
だ
。

　
高
齢
者
や
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
援
助
す
る
取
組
の
一
つ
に
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
が
あ
る
。
兵
庫
県
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
十
一
年
十
月
の
制
度
開
始
に
先
立
っ
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
生
活
を
包
括
的
に
支
援
す
る
権
利
擁

護
の
在
り
方
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　
平
成
十
一
年
四
月
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
室
を
設
置
し
、
十
月
一
日
に
「
兵
庫
高

齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ひ
ょ
う
ご
）」
が
開
設
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
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の
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
と
障
害
者
一
一
〇
番
の
法

律
相
談
を
受
託
し
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
の
体
制
も
整
え
ら
れ
た
。

　
平
成
十
二
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
社
協
、
市
町

村
社
協
が
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
規
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
社
協
に
よ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決
等
に
対
応
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会
事
業
に
つ
い
て
規
定
さ

れ
た
。
兵
庫
県
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、
平
成
十
二
年
八
月
に
設
置
さ
れ
た
。
同
委
員
会

は
、
運
営
監
視
合
議
体
と
苦
情
解
決
合
議
体
か
ら
成
り
、
前
者
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援

助
事
業
の
運
営
監
視
を
行
い
、
後
者
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
を
解
決
す
る
た
め

の
相
談
、
助
言
、
調
査
等
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。
委
員
会
は
、
両
協
議
体
の
運
営

を
行
う
と
と
も
に
、
苦
情
解
決
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
周
知
を
図
っ
た
。
ま
た
平
成
十
三
年
三
月

に
は
、
そ
れ
ま
で
の
苦
情
・
相
談
を
蓄
積
し
た
事
例
集
「
苦
情
解
決
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
県
内
の
各
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
配
付
し
た
。

市
民
福
祉
社
会
へ
の
協
働
憲
章
（
平
成
十
一
年
）

　
こ
の
時
期
の
注
目
す
べ
き
地
域
福
祉
の
取
組
と
し
て
、

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
三
者
に
よ
っ
て
締
結
さ

れ
た
「
市
民
福
祉
社
会
へ
の
協
働
憲
章
」
が
あ
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
生
活
協
同
組
合
は
、
い
ず
れ
も
民

間
非
営
利
の
団
体
で
あ
り
、
地
域
福
祉
の
推
進
、
生
活
の

写真 139　�兵庫高齢者・障害者権利擁護センター
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安
定
と
生
活
文
化
の
向
上
を
通
じ
て
、
よ
り
良
い
社
会
を

構
築
す
る
た
め
に
、
地
域
の
様
々
な
活
動
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
両
団
体
は
、
そ
れ
ま
で
も
協
働
し
て
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
通
じ
て
、
救

援
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
と
も
に
活
動
す
る

機
会
が
増
え
た
。
震
災
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
平
成
十
年

七
月
に
、「
社

協
・
生
協
の
協

働
の
あ
り
方
に

関
す
る
懇
話

会
」
を
設
置
し
、

大
震
災
の
経
験

を
踏
ま
え
た
連

携
・
協
働
の
在

り
方
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

　
そ
し
て
、
実
現
を
目
指
す
べ
き
社
会
像
を
「
自
立
と
自

己
決
定
の
理
念
に
基
づ
き
、
市
民
の
連
帯
と
協
働
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
の
生
活
者
の
尊
厳
を
地
域
で
認
め
合
い
、
支

え
合
う
社
会
」（
市
民
福
祉
社
会
）
と
位
置
づ
け
、
平
成
十

一
年
一
月
十
四
日
、
同
憲
章
の
策
定
・
調
印
を
行
っ
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
生
活
協
同
組
合
に
よ
る
協
働
憲
章
は
、

全
国
初
の
取
組
で
あ
っ
た
。

　
三
者
は
、
憲
章
の
理
念
に
基
づ
き
、
二
一
世
紀
の
市
民

福
祉
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
地
方
分
権
・
住
民
自
治
に

根
ざ
し
た
地
域
福
祉
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
当
事
者

住
民
を
主
体
と
す
る
地
域
福
祉
活
動
を
推
し
進
め
、
住
民

の
福
祉
学
習
の
場
・
交
流
の
場
づ
く
り
を
行
う
モ
デ
ル
地

区
指
定
事
業
や
三
者
協
働
に
よ
る
災
害
救
援
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

写真 140　�「市民福祉社会への協働憲章」調
印式（兵庫県社会福祉協議会提
供）
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